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近畿支部長　棚田　肇

新年ご挨拶

事業活動報告、会員と人物紹介

認定試験関係ニュース

技術・情報のページ「防水調査の基本について」

　　　〃

技能検定ニュース

協賛会社一覧

近畿支部会員一覧

全ての会員の社会保険加入を願う

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
健
や
か
で
、
清
々
し
い
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

日
頃
は
全
国
防
水
工
事
業
協
会

近
畿
支
部
の
活
動
に
対
し
ご
協
力
を

頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
予

想
以
上
に
消
費
税
増
税
前
の
駆
け

込
み
需
要
で
建
築
業
全
体
が
新
築

工
事
改
修
工
事
も
含
め
て
好
調
の

一
年
で
し
た
。

　

ま
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
掛
け
声

の
も
と
、
実
際
は
政
府
か
ら
の
具

体
的
な
経
済
政
策
と
い
う
よ
り
も
、

い
く
ど
も
日
本
列
島
を
襲
う
災
害

に
備
え
る
こ
と
が
最
重
要
最
優
先

課
題
に
、
全
国
各
地
で
今
ま
で
以

上
に
耐
震
補
強
関
連
の
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

株
価
の
上
昇
も
あ
っ
て
個
人
レ

ベ
ル
で
も
気
持
ち
に
変
化
が
表
れ
、

資
産
価
値
の
維
持
の
目
的
で
所
有

建
物
の
維
持
保
全
に
お
金
を
つ
ぎ

込
ま
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
三
・
一
一
災
害
復
興
関
連

の
仕
事
が
よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
屋
根
防
水
や
外

壁
改
修
が
行
わ
れ
た
結
果
、
大
変

忙
し
く
職
人
さ
ん
の
不
足
に
悩
ま

さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
材
料
や
労
働
賃
金
の

高
騰
が
あ
り
採
算
面
で
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
く
一
言
で
い
え
ば
（
利
益

な
き
繁
忙
）
の
一
年
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
世
代
交
代

も
進
み
、
後
継
者
や
ベ
テ
ラ
ン
社

員
の
退
職
と
い
う
人
事
面
で
の
悩

み
も
抱
え
ら
れ
た
会
員
も
目
立
ち

ま
し
た
。

　

昨
年
は
社
会
保
険
未
加
入
問

題
も
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
若
年
労
働
者
が
他
の
職
種
と

比
べ
て
育
た
な
い
の
は
働
く
環
境

が
悪
す
ぎ
る
。
そ
れ
を
改
善
す
る

の
は
建
設
業
界
全
体
の
課
題
で
あ

り
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
現
場
に

入
る
労
働
者
は
す
べ
て
雇
用
、
健

康
、
年
金
の
保
険
に
加
入
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
政
府

か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

我
々
も
ま
た
、
真
剣
に
そ
の
こ
と

に
取
り
組
ま
ね
ば
、
持
続
的
な
発

展
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
国
交
省

の
ほ
う
で
は
社
会
保
険
加
入
を
経

営
審
査
事
項
や
建
設
業
許
可
な
ど

で
加
点
あ
る
い
は
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
。
ま
た
平
成
二
十
九
年
度
か
ら

は
一
〇
〇
％
達
成
を
目
指
し
現
場

に
未
加
入
者
は
入
れ
な
い
と
い
う

方
針
を
出
し
て
い
ま
す
。
全
国
防

水
工
事
業
協
会
と
し
て
は
見
積
り

の
な
か
で
社
会
保
険
を
ふ
く
め
た

法
定
福
利
費
の
計
上
の
仕
方
や
そ

の
歩
掛
り
内
容
を
現
在
検
討
中
で

す
。
昨
年
九
月
こ
の
件
で
一
度
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
が
業
界
で
の

対
応
の
仕
方
を
随
時
お
知
ら
せ
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

　　

そ
の
他
全
国
防
水
工
事
業
協
会

近
畿
支
部
と
し
て
今
年
も
従
前
通

り
、
四
種
目
の
技
能
検
定
（
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
、
ト
ー
チ
、
合
成
ゴ
ム

シ
ー
ト
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
）
の
実
施
、

防
水
施
工
管
理
技
術
者
認
定
講
習
・

試
験
、
各
種
研
修
会
な
ど
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

全
防
協
近
畿
支
部
の
役
員
や
検

定
な
ど
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
て
頂
い
て
い
る
多
く
の
会
員
は
、

防
水
業
界
地
位
を
高
め
卓
越
し
た

技
能
の
継
続
を
願
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
防
水
業
界
発
展
の
た
め
、

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
助
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
二
〇
一
四
年

が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
ご
健
康

に
過
ご
さ
れ
ご
事
業
の
発
展
が
大

い
に
か
な
え
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い

一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

平
成
二
十
六
年
一
月

全
国
防
水
工
事
業
協
会
近
畿
支
部
長

棚
田　

肇

第38号目次

ぶ
ら
り
探
訪

　
加
古
川
市
と
高
砂
市
の
堺
に
ま

た
が
る
標
高
三
〇
四
ｍ
の
山
で
別

名
播
磨
富
士
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
登
山
す
る

事
に
な
り
、
登
り
始
め
る
と
平
坦

な
道
は
無
く
、
上
り
坂
の
連
続
で

約
四
十
分
で
頂
上
に
到
着
し
ま
し

た
。
そ
こ
に
播
磨
平
野
・
瀬
戸
内

海
を
見
渡
せ
る
絶
景
が
広
が
り
、

し
ん
ど
い
思
い
が
吹
っ
飛
び
ま
し

た
。
頂
上
に
は
銅
板
屋
根
の
立
派

な
高
御
位
神
社
が
あ
り
、
欽
明
天

皇
十
年
の
創
立
で
昭
和
五
十
八
年

消
失
の
た
め
建
替
え
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
大
己
貴
命
（
お
お
な
む
ち

の
み
こ
と
）
と
小
彦
名
命
（
す
く

な
ひ
こ
の
み
こ
と
）
が
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。
下
山
途
中
も
多
く
の
登

山
者
と
す
れ
違
い
、
皆
さ
ん
「
こ

ん
に
ち
は
」
の
挨
拶
を
交
わ
し
な

が
ら
、
下
り
は
三
十
分
で
降
り
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
実
は
登
山
口
の
所
に
高
御
位
神

宮
が
あ
り
、
そ
の
屋
根
の
葺
き
替

え
工
事
の
現
調
が
目
的
で
し
た
が
、

調
査
日
を
間
違
え
、
登
山
者
か
ら

頂
上
に
神
社
が
あ
る
よ
と
教
え
ら

れ
、
現
調
場
所
が
神
社
か
神
宮
か

不
明
だ
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
確

認
の
た
め
に
登
山
を
し
た
訳
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
無
け
れ

ば
決
し
て
登
山
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
お
も
い
ま
す
。

　
心
地
よ
い
汗
を
か
き
、
素
晴
ら

し
い
景
色
を
見
ら
れ
て
頂
上
ま
で

登
っ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

加
古
川
方
面
に
行
か
れ
た
時
は
、

ぜ
ひ
時
間
を
作
ら
れ
山
登
り
は
い

か
が
で
し
ょ
う
？

Ｔ
・
Ｈ

―
高
御
位
山
（
た
か
み
く
ら
や
ま
）
―

新
年
ご
挨
拶
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事
業
活
動
報
告

会
員
と
人
物
紹
介

　

平
成
二
十
五
年
七
月
以
降
十
二
月
ま
で

の
事
業
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
種
講
習
会

の
実
施
、
防
水
き
ん
き
三
十
七
号
の
発
行
、

若
手
経
営
研
究
会
活
動
等
が
あ
り
、
そ
の

概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
　
講
習
会

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

①｢

ワ
ー
ド
の
イ
ラ
イ
ラ
解
消
術｣

　
　

日
時　

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
七
日
（
火
）

　
　

場
所　

大
阪
産
業
創
造
館

　
　

協
力　

テ
ィ
エ
ム
ラ
ン
ド

　　

②
「
エ
ク
セ
ル
の
イ
ラ
イ
ラ
解
消
術
」

　
　

日
時　

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
二
日
（
火
）

　
　

場
所　

大
阪
産
業
創
造
館

　
　

協
力　

テ
ィ
エ
ム
ラ
ン
ド　

・
社
会
保
険
未
加
入
問
題
等
講
習
会

　
　

日
時　

平
成
二
十
五
年
九
月
二
日
（
月
）

　
　

講
師　

本
部
経
営
委
員
長　

井
上
良
夫
氏

　
　
　
　
　

国
土
交
通
省
建
政
部　

白
川
信
之
氏

　
　

場
所　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
二
　
広
報･

出
版

防
水
き
ん
き
第
三
十
七
号

　

発
行　

平
成
二
十
五
年
八
月
十
日

　

内
容　

事
業
活
動
報
告
、
技
能
検
定
ニ

ュ
ー
ス
、
技
術･

情
報
の
ペ
ー

ジ
（
公
共
工
事
・
改
修
工
事
標

準
仕
様
書
）
等

三
　
若
手
経
営
研
究
会

若
手
経
営
研
究
会
定
例
会

　

日
時　

平
成
二
十
五
年
十
月
四
・
五
日

　

場
所　

渓
山
閣
（
亀
岡
）

今
後
の
若
手
経
営
研
究
会
活
動
に
つ
い

て
討
議
さ
れ
た
。

若
手
経
営
研
究
会
会
員
募
集
中

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

エ
イ
・
ア
ー
ル
工
事
株
式
会
社

　

同
社
は
昭
和
三
十
五
年
六
月
、
先
代
杉

浦
日
出
男
氏
が
設
立
さ
れ
た
樹
脂
防
水
業

界
の
最
古
参
（
ペ
ト
ロ
ッ
ク
防
水
）
の
会

社
で
あ
る
。

　

当
協
会
本
部
理
事
の
杉
浦　

渉
氏
は
二

代
目
で
同
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
り
、
相

手
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
仕
事
に
取
組

み
、
男
性
社
員
全
員
が
二
級
施
工
管
理
技

能
士
以
上
の
資
格
を
持
つ
技
術
会
社
で
あ

る
。
社
長
就
任
時
の
挨
拶
も
『
思
い
や
り

の
あ
る
経
営
』
で
あ
っ
た
。

杉
浦
　
渉
氏
（
本
部
理
事
）

　

杉
浦
渉
氏
は
、
平
成
十
七
年
に
支
部
役

員
と
な
り
、
平
成
二
十
二
年
よ
り
本
部
理

事
と
な
る
。
特
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
工
事
作
業

の
技
能
検
定
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
。

推
定
年
齢　

六
十
一
歳
。

性　
　

格　

と
て
も
温
厚
。

趣　
　

味　

半
身
浴
と
読
書
と
ち
ょ
っ
と

だ
け
ゴ
ル
フ

容　
　

姿　

身
長
百
八
十
七
㎝　
　
　
　

体
重　

約
百
㎏
（
〇
、一
ｔ
）

―
近
畿
支
部
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

　

全
防
協
に
は
多
く
の
存
在
意
義
が
有
る

と
お
も
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
大
事
な
の

は
資
格
取
得
の
支
援
と
情
報
の
速
や
か
な

伝
達
、
さ
ら
に
防
水
業
界
の
地
位
向
上
を

目
指
す
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
微
力
な

が
ら
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
畿
支
部
は
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場

で
有
り
な
が
ら
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
も
有
り
、
そ
の
一
員
で
あ
る
事
に
誇
り

を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
な
る
発
展

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

株
式
会
社
村
井
工
業
所

　

同
社
は
、
昭
和
十
五
年
に
初
代
村
井
初

治
氏
が
営
業
を
開
始
し
、
昭
和
四
十
一
年

日
本
石
油
田
島
給
油
所
を
開
設
し
、
昭
和

五
十
年
に
株
式
会
社
村
井
工
業
所
と
し
て

発
足
し
た
。

　

業
歴
が
百
年
以
上
の
「
長
寿
企
業
」
は

比
較
的
小
規
模
な
企
業
の
割
合
が
大
き
い
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
は
創
業
当
初
か

ら
ガ
ソ
リ
ン
を
扱
う
。
も
と
も
と
は
小
売

業
者
が
時
代
と
市
場
環
境
の
変
化
に
対
応

し
た
こ
と
が
長
寿
の
要
因
な
の
か
も
知
れ

な
い
。
会
社
の
夢
と
目
標
は
、
創
業
百
年

に
邁
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
同
社
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
平
成
十
年
閉
鎖
）

村
井
正
生
氏
（
近
畿
支
部
会
計
監
事
）

　

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
村
井
正
生
氏
が

代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。
又
、
平
成

十
七
年
近
畿
支
部
役
員（
監
事
）と
な
っ
た
。

年　
　
　

齢　

五
十
九
歳

性　
　
　

格　

温
厚

趣
味
・
特
技　

競
馬
、
料
理

　
❘
近
畿
支
部
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
❘

　

近
畿
支
部
の
会
員
の
皆
様
は
、
私
に
と

っ
て
防
水
材
料
の
販
売
先
で
も
あ
り
な
が

ら
私
ど
も
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
息

子
ま
で
若
手
経
営
研
究
会
に
入
会
さ
せ
て

も
ら
い
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
近
畿

支
部
の
更
な
る
発
展
を
期
待
し
ま
す
。
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松田　三郎氏

認
定
試
験
関
係
ニ
ュ
ー
ス

一
、
登
録
防
水
基
幹
技
能
者
認
定
講
習
会

の
実
施

　

平
成
二
十
五
年
度
の
登
録
防
水
基
幹

技
能
者
の
認
定
講
習
会
が
、
左
記
で
開

催
さ
れ
た
。

・
高
松
会
場

　

日
時　

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
（
火
）

　
　
　
　

～
二
日
（
水
）

　

場
所　

サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松

・
名
古
屋
会
場

　

日
時　

平
成
二
十
五
年
十
月
八
日
（
火
）

　
　
　
　

～
九
日
（
水
）

　

場
所　

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

近
畿
地
区
受
講
者
は
二
十
九
名
で
あ
る
。

二
、
防
水
施
工
管
理
技
術
者
認
定
試
験
の

実
施

　

平
成
二
十
五
年
度
の
防
水
施
工
管
理

技
術
者
認
定
試
験
は
、
大
阪
で
開
催
予

定
で
あ
る
。

・
研
修
会

　

日
時　

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日
（
木
）

　

場
所　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

・
認
定
試
験

　

日
時　

平
成
二
十
六
年
二
月
十
九
日
（
木
）

　

場
所　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

表
彰お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

建
設
マ
ス
タ
ー
に

　
　
　
　
松
田
　
三
郎
氏

　

平
成
二
十
五
年
度
の
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
は
、
九
月
に
発
表
さ
れ
、
防
水

業
界
で
は
全
国
で
四
名
が
顕
彰
さ
れ
た
。

近
畿
地
区
で
は
、
松
田
三
郎
氏
（
㈱
メ
イ
コ

ウ
）
で
あ
る
。

同
制
度
は
建
設
産
業
の
第
一
線
で
、「
も
の

づ
く
り
」
に
直
接
従
事
し
て
い
る
人
の
中
か

ら
、特
に
優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持
ち
、
後

進
の
指
導
・
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

い
る
人
が
選
ば
れ
ま
す
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第
二
回
近
畿
支
部

　
　
　

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

日　

時　

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
日
（
水
）

場　

所　

六
甲
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

参
加
者　

二
十
六
名

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
近
畿
支
部
と
し
て
第

二
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
多
数
の
参
加
を
得
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
中
は

和
気
藹
藹
で
進
行
し
、
競
技
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ

ア
で
行
い
、
優
勝
は
島
武
之
氏
、
Ｂ
Ｂ
賞
は

生
野
行
利
氏
で
あ
っ
た
。（
他
賞
は
省
略
）

開
催
に
あ
た
り
、
各
賛
助
会
員
よ
り
豪
華
な

賞
品
等
の
協
力
が
あ
り
幹
事
は
感
謝
。
来
年

も
楽
し
く
開
催
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｈ

お
知
ら
せ

写
真
提
供
（
株
）
新
樹
社

朝 

酒 

礼 

讃

　

七
十
数
回
の
お
正
月
を
ま
た
迎
え
ま
し

た
。
正
月
三
日
間
何
が
楽
し
い
か
と
い
い

ま
す
と
、
そ
れ
は
「
朝
酒
」
で
す
。
朝
か

ら
お
お
っ
ぴ
ら
に
酒
が
飲
め
る
の
は
お
正

月
で
す
よ
ね
、
小
原
庄
助
さ
ん
の
気
分
で

す
。
身
上
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
三
日
間
だ

け
、
残
念
な
が
ら
一
月
四
日
か
ら
は
元
に

に
戻
り
ま
す
。
正
月
は
そ
れ
な
り
の
お
料

理
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
良
い
お
酒
を
熱
燗
で

頂
き
ま
す
の
で
酔
い
が
早
い
ん
で
す
ね
。

何
せ
日
常
は
「
紙
パ
ッ
ク
の
酒
」
と
「
第

三
の
ビ
ー
ル
」
で
す
か
ら
。
我
が
家
で
正

月
に
飲
む
「
普
通
の
第
一
の
ビ
ー
ル
」
は

「
ほ
ん
と
の
ビ
ー
ル
」
と
よ
ん
で
第
三
と
区

別
し
ま
す
。

　

他
に
朝
酒
の
機
会
は
、
親
し
い
飲
み
友

達
と
の
小
旅
行
の
朝
食
時
の
お
酒
が
あ
り

（
こ
れ
も
捨
て
が
た
い
）、
気
分
は
正
月
の

朝
酒
に
準
じ
ま
す
。

  

と
こ
ろ
で
、「
日
本
全
国
酒
飲
み
音
頭
」

の
歌
、
別
名
「
酒
が
ノ
メ
ル
ゾ
」
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
「
一
月
は
正
月
で
酒
が

飲
め
る
ぞ
」
で
始
ま
り
ま
す
。
い
つ
で
も
、

い
い
わ
け
要
ら
ず
の
お
酒
飲
み
礼
賛
の
歌

で
す
ね
。

酒
が
飲
め
る 

酒
が
飲
め
る 

酒
が
飲
め
る
ぞ

酒
が
飲
め
る 

酒
が
飲
め
る 

酒
が
飲
め
る
ぞ

一
月
は
正
月
で
酒
が
飲
め
る
ぞ

                  

～

十
二
月
は
ド
サ
ク
サ
で
酒
が
飲
め
る
ぞ

  　

さ
て
ち
ょ
っ
と
古
く
な
り
ま
す
が
、
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
優
勝
し
た
年（
二
〇
〇
三

年
）
に
は
「
六
甲
お
ろ
し
」
と
こ
の
「
替

え
歌
」
が
は
や
り
ま
し
た
。
次
の
通
り
で

す
（
一
部
）。
思
い
出
し
ま
し
た
か
？

      「阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
酒
飲
み
音
頭
」

優
勝
を
祈
願
し
て
飲
み
ま
っ
せ
～     

酒
が
飲
め
る 

酒
が
飲
め
る 

酒
が
飲
め
る
ぞ

阪
神
の
お
陰
で
酒
が
飲
め
る
ぞ

                

 ～

金
本
の
タ
イ
ム
リ
ー
で 

酒
が
飲
め
る
ぞ  

               

　

次
は
、
暖
か
い
季
節
に
な
っ
た
ら
「
ビ

ー
ル
を
ま
っ
わ
せ
～
底
ま
で
の
も
う
」
で

「
目
を
ま
わ
し
」
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。Ｔ．

Ａ
．

株
式
会
社
村
井
工
業
所

　

同
社
は
、
昭
和
十
五
年
に
初
代
村
井
初

治
氏
が
営
業
を
開
始
し
、
昭
和
四
十
一
年

日
本
石
油
田
島
給
油
所
を
開
設
し
、
昭
和

五
十
年
に
株
式
会
社
村
井
工
業
所
と
し
て

発
足
し
た
。

　

業
歴
が
百
年
以
上
の
「
長
寿
企
業
」
は

比
較
的
小
規
模
な
企
業
の
割
合
が
大
き
い
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
は
創
業
当
初
か

ら
ガ
ソ
リ
ン
を
扱
う
。
も
と
も
と
は
小
売

業
者
が
時
代
と
市
場
環
境
の
変
化
に
対
応

し
た
こ
と
が
長
寿
の
要
因
な
の
か
も
知
れ

な
い
。
会
社
の
夢
と
目
標
は
、
創
業
百
年

に
邁
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
同
社
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
平
成
十
年
閉
鎖
）

村
井
正
生
氏
（
近
畿
支
部
会
計
監
事
）

　

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
村
井
正
生
氏
が

代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。
又
、
平
成

十
七
年
近
畿
支
部
役
員（
監
事
）と
な
っ
た
。

年　
　
　

齢　

五
十
九
歳

性　
　
　

格　

温
厚

趣
味
・
特
技　

競
馬
、
料
理

　
❘
近
畿
支
部
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
❘

　

近
畿
支
部
の
会
員
の
皆
様
は
、
私
に
と

っ
て
防
水
材
料
の
販
売
先
で
も
あ
り
な
が

ら
私
ど
も
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
息

子
ま
で
若
手
経
営
研
究
会
に
入
会
さ
せ
て

も
ら
い
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
近
畿

支
部
の
更
な
る
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

一
、
第
二
回
通
常
総
会
日
程
予
定

　

・
本
部
総
会

　
　

日
時　

平
成
二
十
六
年
六
月
二
日
（
月
）

　
　

場
所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

　
　
・
近
畿
支
部
総
会

　
　

日
時　

平
成
二
十
六
年
五
月
十
九
日
（
月
）

　
　

場
所　

新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

　
　
・
若
手
経
営
研
究
会

　
　

日
時　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日
（
金
）

　
　

場
所　

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
大
阪
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技　術・情　報　の　ペ　ー　ジ

防水調査の基本と防水改修工法の選定ポイントについてあらためて考える

　前回の３７号にて紹介した「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（以下：改修標仕）が、平成２５年２月に国土交通省ホームページ上で３年
ぶりに発表された。それまで業界では経験された防水工法等の採用も含まれるが、これにより広く公に知られることになるわけである。　
　また、いわゆる「建設省総合技術開発プロジェクト」（略称：耐久性「総プロ」）の維持保全に関する研究開始から２５年が経過し、その間に材料や工
法は進化し、また社会情勢の変化に伴い建築物への要求も変わったため、２００９年より総プロの見直しが実施された（第２総プロ）。　
　これらの動向をふまえ、「防水きんき」技術のページでは、３８号より３回のシリーズで、「防水調査の基本と防水改修工法の選定ポイントについてあ
らためて考える」を企画した。掲載予定項目は次の通りである。

  １　防水調査の基本（第２総プロ資料参考）………………………………防水きんき38号

  ２　防水改修工法の選定ポイント１…………………………………………防水きんき39号
      　既存防水が「保護防水」の場合（既存保護層の撤去の有無別）

  ３　防水改修工法の選定ポイント２…………………………………………防水きんき40号
      　既存防水が「露出防水」の場合（既存防水層を撤去の有無別）
 

防水調査の基本について
　屋根・屋上は建物のなかでも最も過酷な条件下におかれている。熱・紫外線・オゾン・水などの化学的要因や下地挙動などの物理的要因など、さまざま
な劣化外力が複雑に影響をおよぼし合い、それによってメンブレン防水層は経年により、ひびわれ、破断、減耗といった現象を起こし、徐々に防水層が老
化・劣化していく。また、同時に防水層に接している屋根の保護層も含め、各部分（立上り周辺、排水溝、ドレン周辺など）も同じ様に老化・劣化が進行
する。又、雨仕舞上の問題もある。
　こうした経年変化の確認のため、防水の調査診断が必要となる。ここでは「第２総プロ」資料を参考として、その内容を次の順序で紹介したい。

 　（１）防水劣化現象の要因
 　（２）防水の耐用年数の目安
 　（３）劣化診断のフローと診断の調査項目と方法

１．防水劣化現象の要因
 　総プロにおいて提示されたメンブレン防水の劣化現象と要因の関係を表１に示す。
　第２総プロでは、表１をベースに各防水毎の表の作成追加を行った。
  （各防水毎の表掲載は省略。）

表１    劣化現象と要因の関係
要因

現象 ◎熱 ◎紫外線 ◎オゾン ◎水 酸 アルカリ 風 鳥類 砂塵

ふくれ（下地から）  ○ 
ふくれ（中間層から）  ○ 
損傷（穴あき・外傷）  ○  ○  
立上り入隅底部の浮き  ○ 
表面のひび割れ  ○  ○   ○   ○  ○  ○ 
ルーフイング相互の接合部の剥離  ○  ○ 
立上り部のずり落ち  ○  ○ 
立上り端部の剥離・口あき
防水層の破断※  ○  ○   ○   ○ 
表層の減耗  ○   ○ 

      　　　◎ 主要劣化要因、　※保護層、下地のﾑｰﾌﾞﾒﾝﾄによる

２．防水の耐用年数の目安
　耐久性総プロで示された「標準耐用年数」は、ISOにおけるリファレンスサービスライフとして規定された。ISOにおいてリファレンスサービスライ
フは、「建築物またはその部分に期待される（または予想される）、ある特定の使用条件の組み合わせ（代表的組み合わせ）のもとでの耐用年数」と定
義されている。
　第２総プロでは現状に即した見直しを行い表２のような提案を行った。なお、リファレンスサービスライフとして提示する年数は、一定の規定に基づ
く目安であり、その期間を通じ防水機能が維持されることを保証するものではない。一般に行われれている１０年間の防水保証とは無関係である。

表２　各防水のリファレンスサービスライフ（案）

防水の種類
 第２総プロ 耐久性総プロ

リファレンスサービスライフ 標準耐用年数
ア ス フ ァ ル ト 保護防水 ２０年 １７年
ア ス フ ァ ル ト 露出防水 １５年 １３年
改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト 保護防水 ２０年 ―
改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト 露出防水 １５年  ―
合 成 高 分 子 系 ｼ ｰ ﾄ 露出防水 １５年 １３年
ウ レ タ ン ゴ ム 系 塗 膜 露出防水 １５年 １０年
F R P 系 塗 膜 露出防水 １５年 ―

３．劣化診断のフローと診断の調査項目と方法
　劣化診断のフローは図の通りである。１次診断では、漏水の痕跡の有無を目視で判定する。２次診断でも目視観察が主であるが、劣化度を判定する。
３次診断では、防水層試料を取り物性測定も行い、補修程度を判断する。
実際には、１次診断については、雨漏りが生じてから対処する事後保全が多く、又改修工事を前提とした調査診断の実務では、多くは保証年数を過ぎた
防水層の補修の要否を２次診断で判定し、３次診断は実施しない。
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（１）劣化診断のフロー                 
　　総プロでは３段階の診断で行う。
 　　＜１次診断の判定基準＞
　　　　Ⅲ　漏水あり（補修用調査が必要）
　　　　Ⅱ　― 
　　　　Ⅰ　漏水なし（必要に応じて２次診断を行う）

 　　＜２次診断の判定基準＞ 
　　　　Ⅲ　原則として補修用調査を実施する
　　　　Ⅱ　現状放置可能だが早い時期に再診断が必要
　　　　Ⅰ  現状では放置だが点検を継続

　　＜３次診断の判定基準＞
　　　　Ⅲ　原則大規模補修を行う
　　　　Ⅱ　大規模補修漏又は部分補修を行う
　　　　Ⅰ　部分補修を行う

（２） 既存防水層の調査診断 
　既存防水層の調査診断に当たっては、次のようにまず建物、防水、関係事項等について事前確認を行い、その後実際の調査診断を行い、その内容を調
査診断表に記録する。  

①　建築物概要   
　　・建物名、完工時期、施主・設計・ゼネコン 
　　・建物の用途、地域
　　・建物の構造（構造、階数等）
　　・調査対象箇所（屋根、庇、室内等）
　　・屋根・屋上（面積、勾配等）　
　　・図面の有無（屋根平面図、関係納まり図等）

　②　防水概要         
　　・防水施工年月
　　・漏水の有無                     
　　・防水工法（保護防水、露出防水）
　　・防水層 （メンブレン防水層） 
　　・防水仕様（材料メーカー名）  
　　・保護層（普通コンクリート、ブロック等）
　　・雨仕舞、ドレン等

　
　前述の通り、実務では多くは防水層の補修の要否を２次診断で判定している、保護防水と露出防水の診断例（抜粋）を紹介する。 詳細は「第２総プロ
資料」を参照のこと。

表３　２次診断の調査項目と劣化度（保護工法の例）   

  調査項目 劣化度        
Ⅲ Ⅱ Ⅰ

コンクリート保護平場
ひびわれ  3mm 以上 　1~ ３mm  1mm 以下

せり上がり 箇所 箇所  箇所
そり、欠損 ㎡ ㎡ ㎡

立上り

ひびわれ  3mm 以上  1~ ３mm  1mm 以下
そり、倒れ 箇所 箇所 箇所
欠損、凍害 ㎡ ㎡ ㎡

パラペット押出 押出あり 押出あり 外観上異常なし
防水層破断 恐れあり 恐れなし 恐れなし

コンクリート保護　伸縮目地  欠損・脱落 突出・密着 外観上異常なし
コンクリート保護　植物の繁茂  防水層貫入 達していない 外観上異常なし

表４　２次診断の調査項目と劣化度（露出工法の例）  

   調査項目 劣化度
Ⅲ Ⅱ Ⅰ

 防水層の破断、損傷 防水層の破断 防水層のひび割れ 外観上異常認めず

 防水層の端末剥離 塗膜防水以外 金物の脱落、剥離、口開き等 金物のゆるみ、ｼｰﾙ剥離、浮き 外観上異常認めず塗膜防水 剥離あり    ―
 接合部の剥離幅、ずれ幅 塗膜防水以外  50％以上 　20~50％  20％未満
 立上り隅角部の浮き高さ 塗膜防水以外  50mm 以上  30~50mm 　30mm 未満
 立上り層の劣化 保護仕上層の消失 保護仕上層の減耗白亜化 保護仕上層の変退色
 防水層のふくれ・浮き 面積比 30％以上 面積比 10 ～ 30％ 面積比 10％未満

※詳細は「第２総プロ資料」を参照のこと

実務面では保証年数を過ぎた頃から、防水について調査診断を行い、大規模あるいは部分補修・改修の判定を行っているが、次回は既存防水工法が保護
工法の場合（既存保護層の撤去の有無別）の防水改修工法の具体的な選定ポイントについて記述したい。

本号の技術のページ「防水調査の基本」につきましては、日本ウレタン建材工業会の会報誌、（一社）日本防水材料連合会の関係資料を参考とさせてい
ただきました。お礼申し上げます。
参考文献：建築研究所「第２総プロ」資料。
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秀
人
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川
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㈱
）

級
防水作業

１級 ２級 合格者
計受検者 合格者 受検者 合格者

ウレタンゴム系塗膜防水 95 60 6 3 63 

アクリルゴム系塗膜防水 21 19 0 0 19 

セ メ ン ト 系 防 水 26 16 0 0 16 

シ ー リ ン グ 防 水 118 81 16 9 90 

Ｆ Ｒ Ｐ 防 水 28 22 3 3 25 

計 288 198 25 15 213 

表１　前期防水工事作業分

（大阪・兵庫・京都・滋賀・和歌山 各職能協会資料より）

級 区分
実技
・
学科

実技 学科 両免 計
（合格率％）

1級
受検者 11 7 2 0 21

合格者 10 6 1 0 17（85.0）

2級
受検者 3 0 0 0  3

合格者 3 0 0 0  3（100）     

3 級
受検者 14 7 2 0 24

合格者 13 6 1 0 20（83.3）

表２　前期ＦＲＰ防水工事作業

（大阪府 職能協会資料より）
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謹　賀　新　年
㈲ 飛 鳥 工 業 ㈱ 石 田 商 会 エイ・アール工事㈱ ㈱ 大 阪 防 水 工 業 所
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門真市四宮5丁目1番34号 堺市中区福田823番地5 神戸市兵庫区菊水町10丁目1番3号

E-mail:nakamura-r@muh.biglobe.ne.jp
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京都市南区吉祥院西ノ庄渕ノ西町35番地 大阪市住之江区西住之江2丁目16番13号
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初 阪 建 工 ㈱ 阪 南 工 業 ㈱ ㈲ ハ ン ワ ㈱ ヒ ゲ ヤ マ
代表取締役　初阪　啓介 代表取締役　薮内　俊則 代表取締役　久堀　信也 代表取締役　日下山　隆利

〒652-0803 〒590-0811 〒599-8265 〒665-0811
神戸市兵庫区大開通10丁目2番16号 初阪第1ビル1階 堺市堺区南陵町4丁目1番7号

http : //www.hannan -kogyo . co . j p
堺市中区八田西町2丁18-51 丸十ビル302号
E - m a i l : h a n w a @ c i t r u s . o c n . n e . j p

宝塚市南ひばりガ丘1丁目23番4号
h t t p : / / w w w . h i g e y a m a . c o m
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㈲ 藤 井 技 建 工 業 フ タ バ 興 業 ㈱ 宝 寿 産 業 ㈱ ㈱ ポ リ ア ー ト
代表取締役　藤井　達也 代表取締役　友長　悟 代表取締役　舩本　吉規 代表取締役　鴨下　義明

〒606-8182 〒564-0044 〒593-8326 〒665-0835
京都市左京区一乗寺赤ノ宮町8番地2 吹田市南金田1丁目10番18号 堺市西区鳳西町1丁77番9号 宝塚市旭町３丁目20番１号
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㈱ マ ト バ 三 重 産 業 ㈱ 三星産業㈱大阪支店 ㈱ 村 井 工 業 所
代表取締役　的場　眞司 代表取締役　山下　博嗣 支店長　菅原　浩二 代表取締役　村井　正生

〒660-0811 〒578-0921 〒550-0002 〒544-0011
尼崎市常光寺１丁目27番２号 東大阪市水走2丁目9番32号

E-mail :miesangyou@ktj.biglobe.ne.jp
大阪市西区江戸堀1丁目25番29号 江戸堀ＫＮビル6階
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大阪市生野区田島5丁目8番28号

☎ 06-6401-1079 FAX 06-6401-1110 ☎ 072-965-6617 FAX 072-965-6618 ☎ 06-6443-9721 FAX 06-6443-9720 ☎ 06-6757-1725 FAX 06-6758-4097

㈱ メ イ コ ウ ㈱ヤマトコーポレーション 山 﨑 工 業 ㈱ ㈲ 和 研 防 水 工 業
代表取締役　山川　隆司 代表取締役　森野　昌之 代表取締役　山﨑　睦治 代表取締役　阿部　昭憲

〒520-2152 〒544-0002 〒532-0001 〒649-2211
大津市月輪1丁目13番地9号 大阪市生野区小路1丁目2番17号

h t t p : / / w w w . y a m a t o 8 0 1 0 . n e t
大阪市淀川区十八条2丁目13番5号

ht t p : / /www .yamazak i - i n d . c o . j p
和歌山県西牟婁郡白浜町1076-8

☎ 077-545-5512 FAX 077-545-0955 ☎ 06-7891-8010 FAX 06-7891-8011 ☎ 06-6392-9471 FAX 06-6393-2421 ☎ 0739-43-1116 FAX 0739-43-1117
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